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第 1章緒
って，肉眼的並び花組織学的K研索した。癌組織の ‘ 
1905年米国の Abbe(円仏の Cheronet Duval 試験的切除の際には，特民自然的退行Z羽生との誤謬 
(2)が子宮癌にラジウム照射を試み，その卓越した効 を避ける為P::，照射直前比較的新鮮な部分から出来
果を発表してから，之に深部レ Y トグン照射を併用 る丈広く且つ深く行い，反復切除の際には，常に同
した放射線療法は子宮癌根治手術療法と共l乙広く愛 ー部位附近を選ぶ様lと努めた。
用されて今日に至っている。更に高価なラジウム l乙 c.尚治療の際r，放射性コパルトを用いたもの 32 
代るアイソトープの出現は， レシトゲン装置の改 f7ulζ対して.ラジウムを用いたもの 9例を対照とし
良，テレコバルト等の発達と相侯って放射線療法の た。
治癒率を著しく高め，今日においては，欧米の様に 第2節照射条，件
照射装置の完備した所では既に子宮癌の治療を全く 第 1項 コルポスタ{トの作成
放射線療法のみ比頼る傾向を示し，我国でも施設の 近接照射に用いた 10mc及び 20mcの放射性コ
整備に伴って漸次この傾向を辿りつつある。 バルト(以下 C060 と略す〉チュープは，製造年月
乙の際，私は現在教室で行われている放射線療 日から既に 1年 7--9カ月を経過しているので，之
法，特l乙放射性コバルト小線源の子宮頚癌近接照射 を減衰曲線lとより補正して， 臨床的lζ各々 8mc及 
が治療中局所にどのような影響を及ぼすかを知る為 び16mcとして用い，以後 1ヵ月に 1度の補正を行
I乙次の観察を行った白 った。
当科では以前から， チユ{プ状 (1本 10乃至 15 
第 2章実験材料及び研究方法
mg)及び針状(1本 2乃至 3mg)のラジウム〈以

第1節実験材料 下 Raと略す〉計40mgを，厚さ 1--1.5cmのコ

当婦人科に入院した手術不能子宮頚部癌の中か ルグ板内の一定方向lζ向けて刺し，之の周囲及び後

ら，外向性発育を示している 41症例を選びp 同一 壁を鉛で覆い 更に之をコンド{ムで包んで二次漉p
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過を施したコルポスタートを使用して居るが，その 1536 mch，Ra 1920 mghj この頃から出血精々減
コルポスタート表面上の Ra軸と直角な方向の中心 少して腫療の縮小を認めるものもあり，多くは灰白
線上の線量を，東芝深茸線量計により側定すると 色，黄色乃至壊死状の被苔に覆われている。被苔は 
4--4.1 r/mであった。 腫蕩全面を覆うもの，或いは一部氏存在するもの等
そこで同一線量を照射した場合の Raと Co60の 不定である。叉腫蕩面の平滑化を認める。
効果を比較する為，上記の Co60チューブ 3本を， 3回照射後 1日目， 1回照射後3日目 (Co60略々
同様なコルグ板内lζ適当に刺入して，上と同様Ir.， 2304 mch，Ra 2880 mghJ照射前表層に壊死を認
コノレポスタート表面上の線源軸と直角方向の中心線 めたものも，或いは之を認めなかったものも，腫湯
上の線量を 4--4.1r/mとなる様K配置した。 の破壊縮小が明らかで，特に花菜状のものではこの
それ故試験切除の際には，常lζ 乙の線上にある腫 傾向が著明で，症例 41では既に盤内に突出して居
蕩の一定部位を目標として行う様l乙努めた。 た腫蕩が全く消失して，後l乙黄色の被苔を認めた。 
第 2項照射方法 4，5回照射後 1日目， 1回照射後 7---9日目 (C060
上記のコルポスタートを，子宮頚癌腫に密着し， 略々  3072---3840mch，Ra 3840--4800 mghj 41症 
1回 24時間，隔日比 5回，総量 Ra，4800 mgh， 例中 32症例l乙腫療の著明な縮小を認め，殆んど正 
C060略々  3840mchを照射した。乙の場合，前述の 常大で表面頼粒状の子宮陸部を形成するもの，或は
コルポスタート表面中心線上の線量は， 24時間で 噴火口状の空洞を形成するもの等様々で，表面lと黄 
5760~5904r となる。 色乃至壊死状の被苔を認めるものが多い。腫蕩の縮
然しながら照射線量と時間の増加に従って，腫蕩 小が明らかでない症例でも，出血減少して壊死状の
の縮小，破壊，が著明で試験切除部位に及ぶ線量を 被苔を認め，完全な放射抵抗性を示したものは 1例
正確な rとしては示し難いので，木文中では mch も認められなかった。 
乃至は照射回数を以って示す事比する。 5間照射終了後 1ヵ月目 [C060略々  3840mch， 
第 3節組織の固定及び染色法 Ra 4800mghj睦壁は多く線維性lζ軽く癒着し盲嚢
試験切除片は採取後直ちに 10%ブオルマリジ lと 状を呈する。之を剥離すると， 5回照射後lとは腫蕩
固定しパラフイシ包埋を行った。 の破壊が明らかでなかったものも著明な縮小を認， 染色法は次の通りである。 め，表面は平滑蒼白色となり，噴火口状の空洞は内
(1) へマトキシリン・エオジシ重染色法 腔縮小して内壁清浄平滑となり，或いは白色乃至黄
(2) 弾性線維・謬原線椎同時染色法 白色の被苔を認める。)般lζ子宮陸部の硬度は非常 
(3) ピルショウスキーの鍍銀染色法 lζ硬く試験切除を行L、難い。分泌物は白色粘液性少
(4) フイプリン染色法 量であるの 
2例では 5阻報射後腫場の縮小が著明であった
第 3章実験例
が，約 1カ月後でも同部が尚脆く出血性で試験切除
第1節局所の肉眼的変化 はより症例 17では略々照射前と同様な組織像を示 
C060の子宮頚癌に対する近接照射の際の，局所の し，症例 27では硝子様の無気力な癌巣を認めた。
肉眼的安化は，各症例によって異なるが，大体線量 一方，対照として行った 9例の Ra照射も，之と
及び時間の増加に比例して愛化が著明であった。今 殆んど同様の所見であった。かくして子宮頚癌に対
之を C060近接照射を行った 32症例と，対照に Ra する C060及び Ra近接照射の肉眼的観察K於いて
近接照射を行った 9症例に就て見ると次の如くであ は，両者の間に殆んど差異を認め得なかった。
った。 小括及び考按
照射前肉眼的にはその表面l乙明らかな壊死の認 C060の子宮頚癌近接照射による局所の肉眼的愛
められなかった 19症例では， 1回照射後 24時間 化は個々の場合で異なっているが，一般に線量及び 
[C060略々  768mch，Ra 960 mghjで，多くは腫場 時間の増加と共にその愛化が著明でz 奏効確実な場
面の発赤乃至分泌物の増量を認めるだけであるが， 合は，照射杭期l乙腫場面の発赤及び分泌物の増加を
既lζ腫蕩表面の一部破壊して，表面lζ壊死状汚騒な 認め，更に腫蕩破壊消失し，分1&、物減少して， 5閏
被苔を認めるものもあったο 照射後では子宮陸部は噴火口状或いは略々正常大の 
2回照射後1日目， 1回照射後 3日目 [C060略々 形となって，表面が頼粒状清潔なもの，或いは白色
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乃至褐色の被苔を認めるもの等様々であった。照射
前血性であった分i必物は粘液膿性から白色粘液性と
なり減少する。照射終了後 1カ月では，睦壁は癒着
して盲嚢状となり，その奥の小子宮陸部は癒痕性lζ
治議して表面蒼白色を呈し平滑となる。骨盤結合織
は癒痕状lζ箪縮する。之を対照lと行った Ra近接照
射に比較すると，その破壊縮小度及びその過程lζ著
明な差を認められなかった。
Warnekros，Bumm u Schaefer(3)，Ebelercの
等は Ra照射初期比腫湯の一時的膨大が起る事を主
張したが，今回の C060照射及び対照として行った 
Ra照射で，は， H;eymann(5)，井上(6)等と同様に，
最初から腫療の破壊縮少するのを認めた。
第2節局所の組織学的変化
1904年 Exnerは Raを乳癌陀照射し始めてその
一組織学的な研索を行い，更に Haendly(7)及0'Laz-
arusは子宮癌の Raによる組織学的安化を報告し，
以後 Lahmω，Amreich(円井上〈6〉，阿部(10)は間
量と時間的関係lζ就て，系統的観察を行った。 C060
による子宮頚癌の治療法l乙就いては A.C. Barnes 
(11)，R. L.Mei1ing(12)，箆(13)，藤森〈14〉，岩井(15)
等により報告され， 加来(16〉，山田(17)等はその臨床
並びに組織学的研索を行い，癌破壊作用の著明な事
を認めている。
第 1項子宮癌の組織学的分類 
Adler<ゅは子宮頚部癌を原発性充実癌と原発性線癌
に分け，前者を原形質の豊富な東京細胞から成る成熟
癌，多角型の細胞より成る中等度成熟癌，多種の形
状を示す小細胞より成る未熟癌応分類したの Krom-
pecher(19)は分化した細胞より成る癌と分化しない
細胞から成る癌l乙分け，前者を扇平上皮細胞癌と円
柱上皮細胞癌l乙分け，後者を基底細胞癌と唱へてい
る。
Cordua(20)は之を次の 6群に分類した。
第工群分化しない未熟癌種々な形状の細胞か
ら成り癌索不規則l乙組織内氏侵入するもの。
第E群腺性分化の傾向を有する癌殻子状又は
円柱状の種々な細胞より成り充実癌と腺癌の混合し
ているものo
第E群腺癌円柱状の分化した多層の細胞より
成るもの。
第IV群扇平上皮細胞形成の傾向を僅かに有する
中等度成熟癌，原形質に乏しく卵円型，紡錘型の核
を有する細胞より成る充実癌で周平上皮細胞の傾向
を僅か陀有するもの。
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第V群馬平上皮細胞形成を著明に示す癌糠細
胞を持ち癌真珠を形成しないもの。
第VI群角化じた周平上皮癌癌真珠を認めるも
の。
に分類した。
今回の 41症例を Corduaの分類基準Jと従って分
類すると〔表 IJの如くで，之を諸家の成績に比較
すると， VI群の角化扇平上皮癌が比較的多い事が認 
められ，之は症例が少数な為で、はないかと思われ
る。 c表 JI] 尚 41症例の平均年令は 53.9才であ
る。〔表直〕
〔表 IJ 症例の分類 
I~群 lli群 1 m群!吋 V群|咋i 計 
41例数比率(%) 
〔表JIJ
て三]~群 IJI 群 1 m群 l 百群 Iv 群~群 
Cordua 2.4 3.5 4.7 41.5 26.0 10.0。
Schroder 7.5 5.0 55.0 25.0 7.5 
10.0井 上 1.7 1.7 1.7 53.6 17.0。。
 21.9実験例 4.8 39.0 34.1 
〔表mJ 各群の平均年令 
\~:=ri判明 E群|買事|同町長]平均
年令 ¥55.0 I 1 1以 52.8155.51 53.9 
第 2項各分類群lζ於ける組織学的愛化
子宮頚癌の C060及び Ra近接照射による組織学
的安化は，各人lとより異なるが，次l乙各分類群lζ就
いて，之を説明し特K~化著明なものは症例番号を 
挙げて之を示した。
第工若手の~化
之氏層するものは 2例で，何れも C060近接照射
を行った。
照射前
癌組織
全く不整な小癌巣が，不規則lと基質中lζ侵入して
居る。
癌細胞
細胞の大きさ，形状は全く不規則で，核濃染し，
原形質l乙乏しい。核小体は一般に不明で，核分裂像
を多数認める。
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基質
比較的密で両例に軽度の小円型細胞及び小数の中
性多核白血球を認め， No. 41 K少数のエオジ yr害
好性白血球の浸潤を認める。
1回照射後 1日目 CCo60 略々 768mch) 
癌組織
何れも表層lと壊死を認める。浮腫性疎震となった
基質内lζ，NO.40では細胞配列の疎となった小癌
巣を認め， NO.41では原形質空胞形成が著明で癌
巣は網目状を呈し，何れも実質との境界は，不明瞭
である。
癌細胞
膨大して原形質エオジユノに好染し，相癒合してジ 
シチチウム状を呈するのを認める。 NO.41ではす 
でに孤立性の癌細胞を認める。核は膨大乃至濃縮
し，核小体は膨大するのを認める。核分裂像は何れ
も認められない。
基質
浮腫性で中等度の小円型細胞，中性多核白血球の
授j閏を認め，両症例l乙エオジン噂好性白血球増加出
現し，毛細血管は拡張充血し，小血管壁膨化し外膜
細胞膨大し又血栓形成を認めるものもある。 
2回照射後 1日目， 1回照射後 3日目 CC060略々 
1536 mch) 
癌組織
表層lζ広範な壊死を認める。何れも，癌細胞膨大
し細胞間疎震となって実質基質の境界不明となり癌
巣としては認め難くなるものが多い。
癌細胞
細胞は膨大し原形質はエオジンに好染して網様構
造薯明となり，多くは相癒合してジシチチウム状を
呈し，原形質空胞形成も又著明である。核は膨大，
或いは萎縮し不正形となり，核内空胞形成，核融
解，崩壊像を認める。核小体は概して不明瞭である
がその膨大を認めるものもある。核分裂像は何れも
認められない。
基質
何れも比較的密で結合繊線維は浮腫性lζ膨化して
居る。両者共毛細血管の拡張を認め， No.40では 
軽度の幼若結合織細胞を認める。細胞浸潤は軽度で
ある。
4回照射後 1日目 1回照射後 7日目 CC060略々
3072mch) 
癌組織
表層lζ広範囲な壊死を認める。広潤となった基質 
中lと無気力な癌細胞の孤立性又は小細胞群として散
在するのを認める。
癌細胞
膨大著しく原形質エオジシl乙濃染し空胞形成も著 
明で，核は膨大し濃染或いは淡染し，核濃縮，崩壊
像も亦著明である。核小体は不明である。
基質
壊死に続く結合織は疎繁で，細胞浸潤多く，結合
織細胞は増殖し，毛細血管も比較的多く認められ
る。深部結合織は比較的密で細胞浸潤はあまり薯明
で、ない。小血管壁は浮腫性lと膨化し，或いは硝子様
となって弾力線維を認め難くなる。
5回照射後 1日目， 1回照射後9日目 CC060略々
3840mch) 
癌組織
表層部K壊死を認める。無気力な癌細胞は両例共
孤立性lζ或いは小細胞者二となって基質中に散在す
る。
癌細胞
著明lと膨大し，原形質エオジけと濃染しジ Yチチ
ウム状を呈し，核も著明iζ膨大して核内空胞形成を
認め，或いは核濃縮，崩壊像を認める。
基質
壊死周辺の結合織は疎緊で，中等度のエオジン噂
好性白血球，軽度の円型細胞，中性多核白血球の浸
潤を認める。一部では結合織は比較的密となり，結
合織細胞の増加を認めるが，細胞浸潤はあまり著明
、。Lでな 
5回照射終了後 1ヵ月目 (C060略々 3840mch) 
NO.40では癌細胞消失し，結合織は硝子様とな
り，細胞浸潤は認められない。
第四群の斐化
之氏属するものは 16例で， その中 No.28，29， 
31の3症例l乙Ra近接照射を行った。尚附図工~
羽は No. 36の照射前，照射中，照射終了後 1ヵ
月目の像である。
照射前
癌組織
No. 29，35，36，以外は比較的基質に乏しく，主
に惰円形或いは索状の癌巣を認める。
癌細胞 
主に楕円型万至紡錘型の細胞より成り，核は多型 
性強く多くは染色質に富み，原形質に乏しい。核小
体は 1~2個で小円型を呈する。
No. 32，33では核分装像が著明である。
荒木: 放射性コパ・ルト (Co60)近接照射の子宮頚部癌に及ぼす第 1号 肉眼的，組織学的研究 
基質
結合織は一般に疎慈で， No. 27でプラズマ細胞
の高度の浸潤が認められ， No. 28，31 Ir.エオジン
晴好性白血球を認める。
1回照射後 1日目 (C060 略々  768mch，Ra 960 
mghJ 
癌組織
多くは癌巣基質の境界が明瞭であるが， No. 32， 
33では癌巣の狭隆，小癌巣化を認め，実質基質の
境界が不明となる。
癌細胞
膨大し配列疎となり，原形質はエオジシに好染し
網様構造著明で空胞形成も亦認められる。核は柏、々
膨大し淡染乃至濃染し，或いは濃縮して辺縁は凹凸
を示す。核分裂像は著減する。 No. 32，33では上
記の菱化が更に著明である。
基質
表層部は壊死に陥り，それに続く結合総線維は細
線維化或いは浮腫性Ir.膨化し，浸潤細胞は一般に増
加し，毛細血管の拡張を認める。 
2回照射後 1日目， 1回照射後 3日目 (C060略々 
1536 mch，Ra 1920 mghJ 
癌組織
表層部l乙壊死を認める。癌巣は退行愛性著明で，
萎縮するもの多く， No. 29，32では既に孤立した
癌細胞乃至は小細胞群として基質中に散在するもの 
を認める。
癌細胞
膨大して疎に配列し，原形質のエオジシ啓好性及
び空胞形成著明で，核は膨大乃至濃縮し核小体は膨 
大して星在状，短棒状となるものもあり，核分裂像
は認められない。 No. 29，32では細胞のジシチチ
ウム状になって居るのが認められる。
基質
結合織は疎緊となり，細胞浸潤は一般に増加し，
中性多核白血球，小円型細胞を認め， No. 24，25， 
31等にエオジシ噂好性白血球が著明である。 No.
31，32，36Iζ結合繊細胞の増殖を認め，毛細血管も
比較的多く認められる。小血管壁の外膜細胞は膨大
しているものが多い。
3回照射後 1日目， 1回照射後5日目 [C060略々
2304 mch，Ra 2880 mghJ 
癌組織表層lζ壊死を認める。原形質エオジパと
好染して成熟癌巣様の像を示すものもあり， No. 
36の様に空胞形成が著明な為網目状を呈するもの
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もある。何れも実質基質の境界は不明瞭である。
癌細胞
著しく膨大し，原形質エオジンに好染して網様構
造著明となり， No. 33，36では細胞癒合してジン 
チウム状になる。 No. 28，36等では原形質の空胞 
形成も亦著明で，前者では濃縮，細長くなった核が
細胞周辺に圧排されて居るのを認める。 No. 32で
は孤立性の無気力な癌細胞を僅かに認める。核は膨 
大，濃縮，核内空胞形成，崩壊を認め，核小体は膨
大して愛型し，エオジシに淡染する。
基質
表層部氏壊死を認め，それlと続く基質結合織は疎
震で，小円型細胞，中性多核白血球等の浸潤が著明
である。 No. 28，29，均等では結合織増殖して肉
芽様となり，毛細血管も比較的多く認められ，その
拡張或いは内被細胞の膨大を認めるものもある。基
質は一部密となって浸潤細胞が減少するものも認め
られる。
4，5回照射後 1日目， 1回照射後 T--9日目 (C060
略々 3072~3840 mch，Ra 3840~4800 mghJ 
癌組織
表層部lと広範な壊死を認める。 No. 27，28等で
は索状の狭隆な癌巣を認め， No. 31，33等では孤
立性の癌細胞のみを認め， No. 32，37では既に癌
細胞が認められなかった。 
No. 36では 4回照射後には硝子様の癌巣が存在
していたが， 5回照射後では癌細胞は孤立性となっ
て肉芽様の基質中K散在しているのを認めた。
癌細胞
No. 27，28等では原形質エオジ:Y1r.濃染してジ
ンチチウム状を呈するのが著明であり， No. 36で
は4回!照射後癌巣は一様に硝子様となり，中心部に
玉葱状の癌真珠様像を認めフイプリン染色陽性で、あ
った。核濃縮，崩壊像が著明で，核小体の尚明らか
なものでは，その膨大，~型，エオジン噴好性を認
める。 
基質 
結合織は増殖し，肉芽様となり，壊死に接する部
分では尚高度の細胞浸潤を認めるが，一般に遊走細
胞は軽度となり，小血管壁は膨化硝子様となって内 
腔狭窄の著明なものもある。 
5回照射終了後 1ヵ月目 (COIlO 略々  3840mch， 
Ra 4800mghJ 
No.36では比較的血管の多い結合繊性の搬痕組 
織を認め，癌細胞は最早認められない。 No. 27で
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は硝子様の癌巣が尚認められ，その周辺部には，幼
若結合織細胞の増殖と中等度の中性多核白血球，小 
円型細胞の浸潤を認める。
第 5群 
之氏属するものは 14例で No. 12，14，19の3
症例K Ra近接照射を行った。
照射前
索状，円型，楕円型の癌巣を認め， No. 12を除 
き基質lζ乏しいが実質基質の境界は明瞭である。
癌細胞 
癌巣周辺部では多く円柱状乃至楕円型の細胞配列
し，核は円型紡錘型で染色質I乙富み原形質lζ 乏し 
い。中央部lζ近づくに従い多角型の有椋細胞出現 
し，原形質はエオジシlζ淡染或いは精々濃染する。
核分裂像は第IV群l乙比べ平均して少ない。 No.12， 
16，19の3例では多核巨細胞を著明に認める。
基質
多く疎震で種々な程度のプラズマ細胞，小円型細
胞及び小数の中性多核白血球を認め， No. 12，13， 
16の3例IC:エオジシ曙好性白血球を認めた。
1回照射後 1日目 CC060 略々  768mch，Ra960 
mghJ 
癌組織
癌細胞膨大し配列は疎となり No.15，17では実
質，基質の境界が不明瞭となる。
癌細胞
細胞膨大し原形質エオジけと好染して網様構造著
明となり，癌巣辺縁の細胞も成熟細胞様像を呈し， 
核は多く膨大淡染或いは濃染し，核濃縮も認められ
る。 No. 10，12 K尚細胞分裂像を認める。
基質
疎意なものが多く，結合繊線維は浮腫性l亡膨化す
著明で，プ1ζ14，No. 13 C:Iる。細胞浸潤増加は特 
ラズマ細胞に代り中性多核白血球の出現を認める。
照射前エオジンI昏好』性白血球を認、めなかった症例中 
No. 14，20等にその出現を認めた。毛細血管は拡
張し，内被細胞の膨大を認める。 
2回照射後 1日目， 1回照射後3日目 CC060略々 
1536mch，Ra1920 mghJ 
癌組織
細胞配列疎震な癌巣が，やや広潤となった基質中
に認められ，実質基質の境界は一般に不明瞭とな
る。
癌細胞
配列は疎となり，原形質のエオジン普好性増加し， 
相接合してジシチチウム状を呈するものもあり，
No. 15，18では原形質の空胞形成が著明である。
核は一般に膨大愛型し，濃染或いは淡染し， No.20，
21では核濃縮，崩壊像も著明である。核小体も膨大
する。
基質
一般lζ疎震で，結合職線維は浮腫J性lζ 膨化し，
No. 13，14，20では浸潤細胞著増し， No.20では
高度のエオジン曙好性白血球の出現を認める。 N9.
13，20，211乙結合織細胞の増殖を認める。小血管壁
は浮腫性に膨化する。
3間照射後 1日日， 1回照射後5日目 CCo60略々
2304mch，Ra2880mghJ 
癌組織
基質梢々広くなり，帯状至樹枝状の癌巣は狭隆と
なって，その表層lζ壊死を認める。
癌細胞
膨大更に著明で，原形質のエオジシ曙好性は増加
し，相接合して連り， No. 18，19では空胞形成著 
明で， No. 20，22等では核の膨大， 濃縮，破壊が 
著明である。 
基質
結合繊線維は浮腫性lと膨化し一部硝子様となり
No. 13，14，16，20，21等にエオジン普好性白血
球を認める。 No. 13，14，20その他に結合織細胞
の増殖を認め，特lと小癌巣周辺及び壊死野の近くに
存在する事が多い。叉之等の症例lζは毛細血管も比
較的多く認められた。小血管壁は硝子様となり内陸
狭窄が著明である。
4--5回照射後 1日目， 1回照射後 7--9日目 
CC060 略々  3072--3840mch，Ra3840--4800mghJ 
癌組織
表層lと壊死を認める。癌巣は小巣となり，或いは
孤立性の癌細胞となって広潤な基質中氏散在する。
癌細胞
原形質のエオジン瞥好性は増加し， No. 16，17 
等では孤立した癌細胞の原形質が硝子様無構造lζ濃
染するのが著明である。原形質の空胞形成は No. 
14，15等lζ著明で，その他核濃縮，崩壊像も全例に
認められる。
基質
結合織の増殖は No. 12，13，14，20等に著明ー
で，又一般に毛細血管を比較的多く認め，細胞浸潤
は全般に減少するが，尚小円型細胞，中性多核白血
球， No. 14，161ζエオジン曙好性白血球の浸潤を
荒木: 放射性コバルト (Co60) 近接照射の子宮頚部癌に及ぼす第 1号 肉眼的，組織学的研究 
認める。
5回照射終了後約 1カ月目 [C060略々  3840mch， 
Ra 4800mghJ 
5回照射終了後民は癌細胞の原形質空胞形成，核
濃縮，崩壊を認めたが，基質結合織の増殖，及び基
質細胞浸潤のあまり著明でなかった C060照射を行
った第 17症例では， 45日後K再び照射前と略々同
様な癌巣像を示し，原形質が塩基替好性であった。
同症例lとは更に C060近接照射を追加した。
第 6群
癌真珠を認める成熟扇平上皮癌で之に属するもの
は9例で Ra近接照射を行ったものは No.2，4，8 
の3症例である。
照射前
癌組織
大小不同円型楕円型叉は索状の充実性の癌巣を形
成し中央部l乙癌真珠を認める。 No.1，2，7，8等に
多核巨細胞を認める。実質基質の量比は場所lとより
異なるものがあるが概して他群に較べ，基質I乙富ん
でいる。
癌細胞
癌巣周辺部には多角型の糠細胞を認め，漸次扇平 
細胞に移行して中心部に玉葱状の癌真珠を認める。
癌巣周辺部の細胞も原形質に富みエオジンlと好染
するものが多い。核は円型又は楕円型で癌巣周辺部
では染色質l乙富み濃染するが，中心部に近づくに従
い膨化，濃縮，崩壊を認める。核分裂像は全体的に
少ない。
基質
後述する様lζ他群lζ較べエオジン噂好性白血球の
出現が頻繁且高度な事が特徴である。 
1回照射後 1日目 [C060 略々  768mch，Ra 960 
mghJ 
癌組織
角化充進して癌真珠様像の増加するのを認める。
癌細胞
膨大して配列が梢々疎となり， No. 3，5，8では
癌巣周辺部の細胞膨化し，原形質はエオジシで無構
造iζ好染して癌巣は全体として硝子様となる。癌巣 
内への細胞浸潤は僅かで、ある。 
基質
結合繊線維は浮腫性lと膨化し，細胞浸潤増加し，
主に小円型細胞，中性多核白血球を認め，エオジジ
噴好白血球は全体的に増加出現する。毛血管は拡張
し，内被細胞膨大し，小血管内lζ血栓形成を認める
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ものもある。 
2国照射後 1日目， 1回照射後3日目 [C060略々  
1536 mch，Ra 1920 mghJ 
癌組織
表層lζ壊死を認める。癌巣基質の境界はー般に不
明となり， No. 1，2等で、は既lζ癌細胞が孤立性l乙
散在するものを認める。
癌細胞
癌真珠様像は更に多くなり，孤立した癌細胞及び
癌巣周辺の細胞は多く膨大しエオジンに好染し，網
様構造著明となり，或いは無構造に濃染し，原形質
空胞形成も亦著明である。全例lζ核の膨大，濃縮破
壊像を認める。癌巣内への白血球浸潤は精々著明で
ある。
基質
結合織は一般に疎緊で，結合椴線維は膨化し壊死
の近くでは硝子様となる。主に中性多核白血球及び
小円型細胞 No. 2，3，5等lとエオジン瞥好性白血
球を著明lと認める。小血管壁は膨化して内腔が狭く
なり， No. 3，5では結合織細胞増殖し， 毛細血管
も比較的多く認められる。毛細血管は多く拡張し
NO.3では内被細胞の膨大並びにその軽度の増殖を
認める。 
3 --A回照射後 1日目， 1 回照射後 5~7 日目 
[C060 略々 2304~3072mch，Ra 2880~3840 mghJ 
癌組織
膨大した細胞の原形質はエオジンに好染し，癌巣
は全体として硝子様になる。 No. 2，5では癌細胞
は孤立性叉は小細胞群となって基質中K散在する。
癌細胞
著しく膨大し原形質はエオジユ/に無構造に好染し
てジンチチウム状となり，全体的に硝子様で特l乙 
No. 1，2，6Iζ著明である。核膨化，濃縮，崩壊像
を認める。
基質
一般に疎緊で，結合轍線維は膨化し一部硝子様と
なる。 No.3，5，6では結合織細胞増殖して毛細血
管も比較的多く肉芽様を呈する。
5回照射後 1日目， 1阻照射後 9日目 [C060略々
3840mch，Ra 4800 mghJ 
癌組織
表層部lと壊死を認める。癌巣は硝子様となるもの
もあり，癌真珠の斑紋は既lζ破壊されて消失し，萎
縮したエオジ γ好染の小塊として認められるものも
ある。
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癌細胞 ジシチウム状となり，癌巣内氏遊走細胞が侵入増加
前記の菱化更に高度となり基質中K散在する小癌 する。〔附図百--VJ
巣或いは孤立性の癌細胞は，その原形質がエオジン 小血管壁は硝子様となり，内陸の著明な狭窄を認、 
lと無構造lζ染りジYチチウム状化癒合して居る。核 め，弾力線維も認め難くなる。
は膨大淡染或いは濃染し，核内空胞形成，核濃縮， 結合織は増殖し〔附図百~羽〕毛細血管も多く認
崩壊像を認める。 められ，壊死及び退行性菱化を示す癌巣の周囲では
基質 浸潤細胞が著明に認められるが，一部の基質では結
結合織線維は浮腫性l乙膨化或いは硝子様となり， 合織が密となって，絢胞浸潤が軽度となるのを認め 
No. 6，8では特に小円型細胞，中性多核白血球の る。基質は広く肉芽様となり，癌細胞は散在性l乙遺
浸潤が著明である。 No. 2，3，5!ζエオジン瞥好性 残するか〔附図VIJ或は全く消失して， 1カ月後で
白血球を認め， No. 6では結合織の増殖著明であ は結合織性の比較的血管に富む癒痕組織を認めるも
る。ラッセノLの小{本も認められる。 のが多いが〔附図四]， 尚疎震で肉芽様像を示すも
5回照射終了後 1カ月目 (C060略々 3840mch， のもあり，或いは結合織が完全K硝子様となってい
Ra 4800mghJ るものも認められる。
No. 2では癌細胞は認められず，結合織は疎緊 叉破壊現象著明なエオジンで比較的一様に染まる
で，中等度の小円型細胞，中性多核白血球を認め， 硝子様の癌巣が未だ残っていて，その周囲lと幼若結
毛細血管も比較的多く認められるが，幼若結合繊細 合織細胞を認めるものもある。症例 17では 5回照
胞はあまり著明でない。 射後癌巣が狭くなり，細胞の無気力化が認められた
第 3項小括及び考按 が， 4 5日後lと於て再び照射前と略々同様な組織像
以上を小括すると線質の差による生物学的作用の を示した。
差異はきて置き，研究に用いた治療量の範囲では 放射線による癌組織の治癒機転lと就いては色々な
C060近接照射は， Raのそれと同様子宮頚癌に極め 説があり， Bumm
(3)，Klein u Druck(21)等は結合 
て迅速且広汎に積極的な破壊作用を起す事を認め 織細胞の増殖が癌細胞の斐化する以前に原発性に起
た。この退行過程を第IV群の症例 36!c就いて附図 り，癌組織内lζ侵入増殖して腫傷の治癒Iと大きな役 
1 --Vlr'le示した。 目を果すと唱えているが， FymerC22う LahmC23う
即ち組織学的安化は臨床上の局所斐化と同様に個 Doderlein，Haendly(7)，井上【6九立石(24)等は，放
々の場合に著しい差異を認めたが，線量並びlζ時間 射線は一次的に癌細胞に作用して之を破壊し，次い
が増加するに従い菱化が著明となる。先ず癌細胞は で結合繊細胞増殖して癒痕性に治癒すると述べてい
膨大して配列疎緊となり，核も膨大し，淡染或いは る，叉 Opitz
(25)は放射線は癌細胞を破壊するのみ
濃縮を認め〔附図 llJ核膜は敏壁を形成し，核小体 ならず結合織及び遊走細胞をも動員して腫蕩を治癒
は斐型分裂し，核内頼粒は大小不同，分布不規則と すると考えている。
なって，核分裂像は著減し，原形質はエオジYlζ好 尚細胞破壊後結合織の増殖を起す機転に就いて，
染し網様構造著明となる。更に癌細胞は著明iζ膨大 Caspari(26)等は腫揚細胞を障害する線量で間質のみ
して原形質の空胞形成を認め，核も更に膨大，核内 が刺激増殖を起す事は考え難く，毛細血管や結合織
空胞形成，核濃縮，核崩壊像を示し，核分裂i象は消 細胞も共に障害される事から，腫主要細胞及びその他
失する。〔附図 E 及び IVJ の細胞の照射障害lとより生じた破壊産物，例えばネ
照射初期では基質は浮腫性疎震で，結合繊線維は グロホルモシの刺激作用を考えている。
膨化し，浸潤細胞増加して〔附図 ll~JIIJ 小円型細 私は照射後基質結合繊細胞に著斐を認めない時
胞，中性多核白血球及びエオジン噴好性白血球の増 le，既lと癌細胞の退行Z羽生を認める事から C060照
加出現を認め，プラズマ細胞は一般に減少する。 射は Ra照射と同様に一次的lと癌細胞に障害を与
毛細血管は拡張し，線量の増加に伴い小血管では え次いで周囲結合織に反応性愛化を起して治癒作用
その壁構成線維の膨化を認め，線維問は疎震とな を営むものではないかと考える。尚之等の点に就い
り，血管壁は肥厚して内陸狭窄を認め，外膜細胞が ては，多くの検討を要する事である。
膨大する。 表町， V，VIは癌腫破壊度と照射回数の関係を
次いで癌巣は萎縮狭隆となり，癌細胞は癒合して 示したもので，壊死，核濃縮，核破像は線量及び時
荒木: 放射性コパルト (Co60) 近接照射の子宮頚部癌rc及ぼす第 1号 肉眼的，組織学的研究 -159-
聞の増加と共に著明lとなり，核分裂像は早期から明 囲K比較的多く認められる。
らかに減少する事を示している。 照射前癌細胞成熟度と細胞浸潤度との聞には何ら
〉，27〈Stuper一定の関係を認められなかったが，時間自の組織像で24尚之等は何れも各回照射後 
ある。 Schoch(28)，Lahm(29)等によりその予後及び感受性 
lζ多くの関係を持っと言われて居るエオジシ瞳好性
〔表IVJ 壊死と照射回数の関係
白血球の出現頻度と癌腫成熟度の問には表刊に示
¥地!照射前I1 I2 I3 I4 I~ す様な関係が認められ，角化成熟癌では未熟なもの
実験研UI	41 I34 I30 I28 8 [35 
21 。8 
に較べ，より頻繁且高度に出現するのが認められ
る。
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〔表VJ 核分裂i像と照射回数の関係
守重型l照射前I1 I2 I3 I4 I~ 
実験例 I41 34I30| 拍 
30 I30 I26 7 I30 
十 17 4 
十 20 
-t十 4 
癌不細明胞例 2 I 1 I 5 
〔表V1IJ組織成熟度とエオジシ瞥好性
白血球の関係 
計I1群 l百群 IV群 1 m群|
1 212 11 26 
21 1 7十 。 3 1 61廿 。 。 。 4 2 2十1十
計 1 2 1 16 1 14 I 9 1 41 
照射療法中癌腫の退行性愛化lと伴い，一般に細胞
浸潤増加し，壊死野周閤の疎震な基質内lと高度に認
められ，結合織の密になるに従い漸次減少するもの
が多い。その浸潤細胞の種類と線量の関係を示した〔表町〕 核濃縮，破壊と照射回数の関係
ものが表珊である。
〔表咽〕 照射回数と基質浸潤細胞の種類
I2 I3 14 15 
34 30 
10 
16 14 
8 12 
4 
28 
14 
12 
2 
8 
4 
3 
1 
35 
8 
22 
5 
寸君主|照射前I1 
41実験例 
一 -32 
9十 
十 
癌不細十明件胞例 
-1 I1 12 I3 I4	|照射前 -5 
41 34 30 28 8 35実験例 
24中白性血多球核 13 29 28 8 32 
15 18 16好エ性オ白ジ血シ球曙 10 。17 
第 4項遊走細胞の態度
照射前基質の細胞浸潤度は個々の症例により多種
多様で，叉各種浸潤細胞間の比率も不定で一定の関
係を認め難いが，浸潤高度の場合ではプラズマ細胞
が最も著しいものが多く密集して全浸潤細胞を代表
し，その為小円型細胞を認め難い場合がある。
浸潤中等度の場合には小円型細胞を相対的に多く 
認め，特lと退行性愛化の明らかな部位の周囲lζ著明
である。
中性多核白血球は常に認められ特に血管周囲に多
く或いは間質及び癌巣内lζ散在性lζ認められ壊死野 
周囲K密集して存在する。
エオジシ瞥好性白血球は 41例中 15例 (36.6%)
に之を認め不規則散在性又は群族性lと出現し血管周
プラズマ 。 32336 12 3車田 目包
小円型細胞 32 29 27 24 6 
次l乙照射中の各種浸潤細胞の態度に就いて説明す 
る。
(1) プラズマ細目包
比較的早くから減少する場合が多く， 1回照射後
では，やや増加するものもあるが， 2回照射後では
著明lζ減少し 3間照射以後では殆んど認められなく
なる。
(2) 中性多核白血球
照射前より多少ともその浸潤を認めるが，組織の
退行性愛化と共に増加し，特K~化著明な癌巣，壌
死野の周囲に多く認められ，容易に破壊されて多く
30 
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の核残骸を示し，肉芽様組織の形成期比高度比出現
し，漸次減少するが尚常lζ存在するのが認められ
る。
(3) 小円型細胞
比較的安定して常に認められ照射後出現増加する
のを認める。
(4) エオジン普好性白血球
照射中，エオジン害好性白血球の出現増加を認め
たものを次K示す。
(A) 照射前エオジシ曙好性白血球の浸潤高度で
更に増加したもの…… 2例
(B) 照射前エオジン曙好性白血球の浸潤中等度
で更に増加したもの…… 6例 
(C) 照射前エオジン瞥好性白血球の浸潤軽度乃
至は認められなくて増加出現したもの…14例
即ち本細胞は癌腫の退行性安化を認める時期にそ
の 22例 (53.7%)K増加出現し，壊死野周囲叉は退
行性菱化著明な癌巣の周囲lζ比較的群集して認めら
れるものが多く，壊死野内iとは殆んど認められな 
l'。
エオジシ曙好性白血球の意議iζ就いて Herxhei-
mer(30)は全身アレルギーのー表徴と考え， Noesske 
u Fischer(31)は蛋白分解の際の代謝産物が同細胞の
出現を刺激すると考え， Goecke(32)は副交感神経緊
張の際iζ 出現すると唱え， Halonen(33)は血液lζエ
オジノフイリーの認められる時はエオジユ/普好性白
血球の貧喰作用が高まる事を報じている。 
私はエオジシ瞥好性白血球が照射前角化成熟癌に
多く認められ且癌腫の破壊退行期に増加出現する事
から，之が癌腫の退行度或いはその破壊現象lと何か 
関係があるのではなかろうかと考える。
Fasske<拘は比較的若年者の子宮頚部癌lとエオジ
シ瞥好性白血球が高度比出現すると述べているが， 
私の症例では平均年令 55.5才の角化成熟群に比較
的高度に認められた。
Gluckmann，白木(35)等多くの人々は子宮癌の各 
進行期比於て，細胞成熟群が予後良好な事を認め，
叉 SWper(27)等は照射前エオジン曙好性白血球の高 
度に存在するものは予後が良好であると述べている 
が，之は実験例に於て角化成熟癌Kエオジン曙好性
白血球が多く認められた事と，何か関係があるので
はなかろうか。
第 5項照射前後の曙銀線維の態度
照射前噴銀線維は殆んど癌巣内Iζ認められない。
例え之が認められる場合でも癌細胞聞が比較的疎な
時で，其の輪廓は極めて不明瞭でち Yれた様な感を
与え，或いは既存の結合職線維が癌細胞浸潤の為l乙
疎開されてバラバラ托なった様な像を示している。 
癌巣の周囲には多くの場合基底膜状の形を示す噂
銀線維網を認め，それは極めて繊細な線維が高度に
密集している様な状態を示しているの基底膜以外の 
所では比較的平行に走るか，或いは網様状の構造を
形成する大小不同の曙銀線維が認められ〔附図四〕
之が褐色の太い穆原線維と直接移行して居る様な像 
が認められる。
基質に細胞浸潤の多く認められる所では，曙銀線 
維は細い輪廓の明瞭なものとして認められる事が多
、。L
照射後噂銀線維は修原線維化を示すものもあり，
或いは肥厚，断裂，前線維化を起して最早既存の網
様構造は認め難くなり，照射前滑訳であった普銀線
維は蛇行し線維表面が頼粒状を呈するものもある。
〔附図区〕癌巣K接する基底膜状の曙銀線維は一過
性に太くなって癌巣を厚く被包するかの様な感を与
えるものもある。組織壊死の部位では最後には既存
のI嘗銀線維迄も破壊される事は勿論であるが，比較
的抵抗が強く，壊死組織内でも太く或いは断裂，細
線維化して存在するのを認める。
照射前後を通じて著明lζ認められるのは普銀椋維
と謬原線維の聞に移行する様な像が認められる事で
ある。
同線維が細網細胞原形質から発生するのか，或い
は同細胞周辺の基質より発生するものであるかに就
いては尚多くの論議のある所であるが，赤崎，中畠
(36)は跨原線維と曙銀線維の聞に移行のある事を認、
め，普銀線維は生理的にも謬原線維に~り得るが， 
特lζ炎症巣乃至は肉腫組織内で容易に起り，叉逆に
A型原線維は炎症性乃至肉腫細胞浸潤lζより疎開され
て細枝氏分れる事Kよって噌銀線維に菱化し得るも
のである事を認め，唯この場合謬原線維は浮腫組織 
lと於ける様に単に機械的K細線維になっただけでは
曙銀性を獲得せずに細胞浸潤部に於てのみI書銀線維
K~化し得ると言って居る。
N ordmayer(37)は照射前癌巣が小さくそれが基底
膜状の曙銀線維lとより完全lζ被包されている症例で
は，高度の放射抵抗性を示し 9000--16000r照射
時にも実質基質lζ著明な菱化を認めなかったと述べ
ている。私の実験例では部分的には ζの様な像を認
めても，試験切除片の全面に同様な像を認めたもの
は1例もなく，部分的に存在するものは，角化成熟
荒木: 放射性コバルト (C060)近接照射の子宮頚部癌に及ぼす鷺 1号 肉眼的，組織学的研究 
群氏多く認められた。
第 6項組織{象持lと組織成熟度と線感受性lζ就い
て
照射前の子宮頚癌組織像と腫蕩の線感受性を関係
づけ様とする試みは既に多くの学者により行われ，
癌組織の分化成熟度，細胞分裂数，実質問質の量
北，基質浸潤細胞度等が関係すると言われて来た。
然しながらその結論は非常に多種多様で未だにその
意見の一致を認めない。
例えば癌組織成熟度と線感受性の問題に就て見る 
とAdler(18)，Cordua (20)は原発性充実癌中成熟高度
のものが線感受性が大であると言い， Wettrer(38)， 
Schmitz(39)は未熟なものの方が線感受性が強いと
述べ， Pleike(40)等は中等度成熟癌が最も感受性が
高いと主張している。然しながら之等の業績は，そ
の予後良好なものが即ち線感受性が高いと言う考え
方により決定されたもので，予後lとは乙の外臨療の
浸潤度及び転移の有無，全身状態，年令等が関係す
ると考えられるから予後と線感受性は必ずしも比例
するとは思われない。
Lahm(30)，井上仰等は ζの問題を組織学的lζ追究
した。即ち各成熟群に一定線量を照射して，同一時
閉経過後の各群の癌細胞，核の~化を比較検討し
て，第百群の角化成熟癌最も線感受性強く第V-IV 
-1群のJI聞にそれの低下する事を認めている。然し
ながら角化成熟癌は既K照射前より細胞及び核の愛
化を認めるものが他群比較べて多く，照射後之が増
強されると考えられるから，同一線量照射後の各群
の愛化を比較する時，角化成熟癌が最も菱化著明な
事は考えられる事で，之によって細胞成熟群が他群 
lと較べ感受性が強いと考えるのは如何なるものであ
ろうか。
更に既lと述べた様l乙線感受性は成熟度のみに関係
するものではなし種々の異論もあるが， Adler(18) 
等は髄様癌が感受性大であると言い， Lahm(8)は基
質i乙浸潤細胞の多いもの程， Feldweg(41)は癌巣え
の白血球浸潤の多いもの程，線感受性が高いと述べ
ている。
更に照射後の組織像の菱化には自然の退行斐性，
局所感染，全身状態等が関係するから照射前後の組
織傑によって或因子が感受性Iζ関係するかどうかを
決定するのは非常に困難であろう。 
唯私は照射前核分裂像を比較的多く認めた症例
32，33ではその照射後の菱化が同一成熟群内の核分
裂像数の少いものに較べ変化が著明である事を認め
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た。
叉照射前核分裂像数は平均して未熟なものに多く
認められた。
第 7項同一j屋場内lζ於ける組織成熟度の部位的
差異
既に述べた様な組織成熟度と線感受性に関する諸
々の成績は，皆照射前後の一小試検切除片により腫
療全体の成熟度，その線感受性，或いは予後を言々
している。
Prym(42)，田中(43)等は手術劇出標本氏就き，腫
療の大切片を作成して，同一腫療内でも成熟度の異
なるものが混在する事を認めた。即ち田中は 26例 
中単一成熟度のみを示すものは僅かに 9例で 17例
に成熟度の異なるものが混在している事を認めた。
私は同様に主に外向性発育を示す子宮頚癌の手術
刻出標本 12例lζ就いて，その癌塊の中心を通り，
腫療の発育方向lとなるべく平行な大切片を作り(略
々縦 2cm，横 3cm以上〉同一腫痕内に於ける組織
成熟度の混在率を見た。之を表 IXR示す。即ち 12
例中単一成熟度を示すものは 5例で， 7例 (58.2%) 
にその混在するものを認めた。乙の事より一小試験
切除片から腫場全体の成熟度或いは線感受性を言々
するのは非常に注意を要する事ではなかろうかと考
える。
〔表区〕 同一腫場内lζ於ける組織成熟度
の部位的差異 
l 「織 I w: øtl~l I組織7成熟度|症例数 成熟度症例刻計
21 1+百群工 群 混単
3 1E 群百 群 
メ口;. 
1 2IV+V群V 群 
型 型 2V十四群 
ワ 臼噌 ' ・ -円4
。 戸計
第4章総 括
放射性コバルト (C060)近接照射の子宮頚部癌に
及ぼす作用を知る目的で，千大産婦人科教室iζ入院
した子宮頚癌患者中から外向性発育を示す 41症例
を選び， その 32症例に C060近接照射を行い，対
照として 9症例IC.Ra近接照射を行った。
C060は8及び 16mcのチユ{プを組合せて 32mc
とし，之をコルク板内の一定方向に刺入して，その 
線源軸と直角な中心線上の線量を東芝深部線量計l乙
より 4...4.1 rr/mとなる様に配置した。組織の試
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験切除の際Iζは常lと同一部附近を選ぶ様l乙努め，叉
その切除部位K上記の中心線が一致する様にコルポ
スタートの挿入を行った。 C060は半減期が 5.3年で
あるので之を補正して用いた。
叉之と対照K行った Ra近接照射には，総量 40
mgのチユ{プ状又は針状の Raを同様なコルク板
の一定方向に刺入して，前者と同様に線源軸と直角
な方向の中IL;線上¢線量を 4--4.1rfmとなる様
に配置した。 ζのコルポスタートを 1回 24時間，
隔日記 5回照射して総量 C060 略々  3840mch，Ra 
4800mghとした。前記中心線上の線量は 24時間で
5760-..5940rである。
試験切除片は直ち K10%のフオルマリ YK固定
し，パラフイン包埋を行い，ヘマトキシ Pン，エオ
ジシ霊染色，弾力線維，穆原線維同時染色法，ピル
ショウスキーの鍍銀染色法，フイプリシ染色法を行
った。，
局所の肉眼的安化は個々の場合で著しい差が認め
られるが概して先ず腫蕩面の発赤，分泌物の増加が
起り，更に腫蕩破壊縮小して表面lζ掲色乃至黄色の
被苔を認め出血は減少する。次いで腫蕩破壊消失し
て分泌物は著減し，粘液膿性より白色粘液性とな
り，照射終了後 1~2 日で子宮陸部は噴火口状乃至
は略々正常大となって，表面頼粒状となるものもあ
り，白色或は黄掲色の被苔を認めるものもある。
照射後 1カ月で睦壁は癒着して盲嚢状となり，そ
の奥の小子宮陸部は癒痕状で，表面白色平滑となり
その硬度は非常に硬く，噴火口状のものではその内
腔が縮小して内壁の清浄化を認める。 (2症例では
同部が尚脆く出血性で，試験切除により癌組織を認 
めた。〉
然して腫痕の破壊縮小の際K，C060近接照射例
は Ra使用例lζ較べ， その破壊縮小度，破壊過程
lと薯明な差は認められなかった。又 Bumm等の主
張する様な腫蕩の一時的な刺激性膨大は認められな
かった。
Corduaの分類Iとより 41症例を分類し， 工群 4.8
%， 1I群'0， JI群 0，lV群 39.0%，V群 34.1%，VI 
群 21.9%を得た。
組織学的安化は肉眼的愛化と同様に個々の場合に
より多種多様であるが，概して言えば線量並びK時、
聞の増加lζ伴い菱化が著明で，線質の差による生物
学的作用の差異はきて置き，私の用いた治療量の範
囲では， C060近接照射は対照に行った Ra近接照
射と同様広汎且積極的な破壊作用を起し，之をあら
ゆる商で正確に比較する事は非常に困難であるが，
私の観察範囲内では両者の聞には夫れ程著しい差は
認められないものの様であった。
即ち C060照射により癌細細は膨大して臨列疎繁
となり，原形質エオジけと好染してその網様構造薯 
明となり，核は膨大淡染或いは濃染し，濃縮も認め
られ，核小体は膨化し，核内頼粒は大小不同分布不
規則となり，核分裂像は著滅する。更に癌細胞は薯
しく膨大して原形質空胞形成が著明となる。核も更
R.膨大，濃縮，核内空胞形成，核融解，核崩壊が薯 
明となり，核分裂像は消失する。癌巣は萎縮，狭盤、 
となり，癌細胞は癒合してジシチチウ状を呈し，癌
巣は全体的に硝子様となり，更には小細胞群或いは
個々の細胞となって広潤な基質中に散在する様にな
る。
基質は照射初期には浮腫性疎緊となり，結合椴線
維も亦膨化し，浸潤細胞が増加する。毛細血管は拡
張し，線量の増加により小血管壁は膨化し硝子様と
なるものもあり内陸の狭窄が認められる。線量並び
に時間の増加に伴い，主に退行性変化を示す癌巣及
び癌細胞或いは壊死の周辺lζは，幼若結合細胞，毛
細血管，遊走細胞を伴う肉芽様組織が出現する。叉
一部結合織が密となって細胞浸潤が減少する様な像
も認められる。 3840mch照射後 1カ月では一般に
癌細胞は認められず，結合繊性の比較的血管の多い
癒痕組織を認めるものが多いが，尚疎霧で肉芽様を
呈するものもあり，或いは結合織が全体として硝子
様になるものもある。 1例では照射前と略々同様な
癌巣が認められ，原形質は塩基曙好性であり，他の
1例では硝子様の無気力な癌巣が認められた。之等
の事は C060 の放射線に対する組織の反応が各個人
によって異なる事を示し，放射線療法が一律には行
い得ない事を明示して居る。 
以上 C060近接照射により子宮頚癌組織におこっ
た肉眼的組織学的安化は， Ra近接照射によってお
こったそれらの菱化と殆んど同様であった。 
放射線による癌組織の治癒機転記就いては，放射
線は一次的に癌細胞を障碍し，次いで周囲結合織に
反応性斐化を起して治癒作用を営むもので、はないか
と考えられる。
照射前基質細胞浸潤度と組織熟度の開花は，何等
の関係も認められなかったが，その細胞種類では浸
潤高度の場合にはプラズマ細胞が多く，エオジシ瞳
好性白血球は角化成熟癌に頻繁且高度比認められ
た。照射後癌腫の退行愛化と共に細胞浸潤は一般に
荒木:放射性コバルト (C060) 近接照射の子宮頚部癌に及ぼす第 1号 肉眼的，組織学的研究 
増加し，プラズマ細胞に代って中性多核白血球の出
現が著明である。エオジン噴好性白血球も出現，増
加し，退行性愛化を示す癌巣叉は壊死野周囲に比較
的群集し或いは散在性に認められ，結合織が増殖密
になるに従い漸次減少する。之等の事からエオジ Y
噌好性白血球は癌腫の退行現象或いは破壊現象に何
等かの関係を有するのではないかと思われる。
曙銀線維は照射により摩原線維化，或いは肥厚断
裂乃至は制、線維化を起して，既存の細網構造を認め
難くなり，照射前滑択であった曙銀線維は蛇行し表
面が頼粒状を呈する様になる。
癌巣l乙接する基底膜状の!嘗銀線維は更に太くなっ
て一過性に癌巣を厚く被包するかの様な感を与える
ものもある。壊死の部分でも l書銀線維は比較的著明
に認められるものが多い。
又一般に鯵原線維と曙銀線維の間lζは移行するか
の様な像を明らかに認める。
組織成熟度と線感受性の問題を組織学的に追究し
ようと試みたが，組織感受性は成熟度以外の多くの
因子Kよって左右され，叉手術別出標本より作成し
?こ大切片によって， 12例中 7例 (58.2%)IL.同一腫 
蕩内でも組織成熟度の異なるものが混在して居る事 
を知り，ー小試験切除片l乙よって腫蕩全体の成熟度 
及びその感受性を言々する事が非常に困難である事 
を知った。
第 5章結 論 
(1 ) 放射性コパルト近接照射は子宮頚部癌lζ積 
極的且広汎な破壊作用を起す。 
(2) 略々同一線量では，放射性コバルト近接照 
射の子宮頚部癌破壊作用と，ラジウムのそれとの間 
lζは著しい差は認められなかった。 
(3) 放射性コノヤLトの近接照射により，癌腫の
基質は，実質と共に障害される。 
(4) エオジシ磐好性白血球は，癌腫の退行現象 
Jζ関係するものの様で，照射前角化成熟癌に多く認
められ，旦破壊退行期比増加出現する。 
(5) 瞳銀線維の照射前後の態度iζ就き観察し
た。 
(6) 同一腫蕩内i乙於ても，組織成熟度の部位的 
に異なるものの存在する事を認め，一小切片より組 
織成熟度と線感受性の問題を論ずる事が困難である 
ことを全日った。 
-163ー
稿を終るにあたり，終始，御懇篤なる御指導と御
校閲を賜わった恩師御園生雄三教援に深甚なる謝意
を捧げると共IL.，種々御教示を賜わった潰沢延次郎
教授，寛弘毅教授，井手源四郎助教授に厚く御礼申
し上げます。併せて御協力いただいた教室員山口隆
久博士lζ感謝致します。
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阿す 図
〔附図工 J Co60近接照射による子宮頚癌の変化 
照射前
第 IV群lζ属し屑平上皮細胞形成の傾向を僅に示
し基質えの細胞浸潤はあまり著明でない。(120X) 
〔附図 IIJ C060近接照射による子宮頚癌の変化
768 mch照射後 1日目
細胞膨大し，原形質の空胞形成も認められ，核は 
膨大或いは濃縮して基質ーには細胞浸潤がやや増加す
る。(120X)
〔附図 ilJ C060近接照射による子宮頚癌の変化
1536mch照射後 1日目
細胞膨大原形質の空胞形成著明で核の膨大変型，
濃縮，崩壊を認める。基質は疏慈で、細胞浸潤著明民
増加する。(120X) 
〔附i司百J C060近接照射による子宮頚癌の変化 
2304mch照射後 1日目
結合織増殖してその聞に無気力な癌巣を認め癌細
胞は一部ジンチチウム状を呈する。 (120X) 
〔附図 VJ C060近接照射による子宮頚癌の変化 
3072 mch照射後 1日目
表層l乙壊死を認める。膨大した癌細胞の原形質は
エオジ ~R濃染して癌巣は硝子様となり一部氏癌真
珠様像を認めフイプリン染色陽性である。 (120X) 
〔附図 VIJ C060近接照射による子宮頚癌の変化
3840 mch照射後 1目
表層に広範な壊死を認める。肉芽様広潤な基質内
lと退行変性著明な孤立性癌細胞を僅K認める。(120
X) 
〔附図 VIJ C060近接照射による子宮頚癌の変化
説 明
3840mch照射後 1カ月目
癌細胞は消失して癒痕組織を認める。 (120X) 
〔附図咽〕 照射前のI嘗銀線維
比較的明瞭な網目様構造を示す。 (400X) 
〔附図医J C060照射後 (2304mch)の曙銀線維 
普銀線維は肥厚，断裂，蛇行が著明である。 (400
X) 
〔附図 XJ 同一腫療内氏於ける組織成熟度の部位
的差異
左上は扇平上皮細胞形成を著明に示し右下では所 
謂基底細胞癌の像を示す。 (40X)
(附図 XIJ 同一腫蕩内lζ於ける組織成熟度の部位
的差異
附図 Xの拡大。 扇平上皮細胞の形成を著明K示
す。 (120X) 
〔附図 XIJ 同一腫蕩lζ於ける組織成熟度の部位的
差異
附図 Xの拡大。附図所謂基底細胞癌の像、を示す。 
(120X) 
〔附図 X皿〕 同一腫療内l乙於ける組織成熟度の部位
的差異
左上は線癌の像を認め右下は所謂基底細胞癌の像
を示す。 (40X)
〔附図沼VJ 同一腫場内iζ於ける組織成熟度の部位 
的差異
向上拡大。線癌の像を示す。(120 X) 
(附図 XVJ 同一腫蕩内K於ける組織成熟度の部位 
的差異
向上拡大。所謂基底細胞癌の像を示す。 (120X) 
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〔附図工〕 〔附図 lJ
〔附図 m] 〔附図百〕
〔附図 Vj 〔附図 VIJ
〔附図刊〕 〔附図珊〕
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〔附図 IXJ 〔附図豆〕
〔附図 XIJ 〔附図XlIJ
〔附図 XIIJ 〔附図 XNJ
〔附図 XVJ 
